
2021-22年度 三浦 一 会長 テーマ
「創立５０年を迎えて もっと奉仕をして

さらに成長しよう」

D.2520RotaryClub 
Of Sendai Izumi

新会員 卓話 「私の生業」 梅津 晋一会員

【会務報告】菊地幸二幹事

2022.4.7（木）仙台泉ロータリークラブ例会 第2442回例会

主な業務内容は、電気通信工事業で、元々電話設備と音響工事から始まったのですが、最近では、インター
ネット、スマートフォン等の普及に伴い、LAN工事、無線LAN、Wi-fi、監視カメラと言った工事が大変多く
なってきております。具体的に電話設備といいますとみなさんが会社で使っているビジネスホンの販売施工を
手掛けております、みなさん電話＝NTTと思われがちですが、NTT以外のメーカーも多数ありまして弊社では
NTT以外のメーカーの機種を取り扱って工事を行っています。次に音響工事と言いますと、今この会場にもあ
りますが、マイクでしゃべってスピーカーから聞こえてくる、こういった施設の設備の工事、それに伴いプロ
ジェクター、スクリーンの設置工事も行っております。あとは、監視カメラの工事で、最近では、インターネ
ットを利用して、遠隔地に設置したカメラの映像を、離れた会社やスマホで見るといった工事も多くなってき
ています。そんな弱い電気を扱うのが電気通信工事業というわけです。弱い電気といいますとまだまだあり、
マンションのインターホン設備、病院のナースコール設備、テレビのアンテナ設備など、弱い電気を使う設備
はほぼすべて取り扱っております。そんな電気通信工事業を主体に宮城県や仙台市の入札にも積極的に参加し
ているのですが、同業他社が多く中々落札できない状況が続いて、10、5，6年くらい前から、国土交通省、
東京航空局の入札に参加し始めまして、航空局の入札というのは、施工実績が求められる工事で、何々の工事
を２件以上施工したことがあるものと縛りがあり、入札に参加することすら出来ないのですが、小さな工事か
ら徐々に実勢を重ねて、今ではほとんどの工事に参加することが出来るようになりました。なにが良いか言い
ますと入札参加者が少なく落札する確率が高くなるといったところで、東北では弊社を含め２社しかおらず、
あとは東京の業者５、６社位なので落札率は、県や市に比べると断然高いです。そこで空港のどんな工事をし
ているかといいますと、ターミナルビルの工事ではなく、管制塔や国が管轄している施設の工事で、管制官が
飛行機と通信する為の無線機器、アンテナの設置や滑走路を監視するカメラの設置、今丁度やっている工事は
東北六県の9空港の電気室に設置したカメラ１１５台を羽田空港でみて操作するといった内容の工事をしてお
りまして、やっと来週羽田に行って工事完了になります。
ですから毎年１２月から３月年度末まで繁忙期でありまして、この時期は東日本地区の空港を飛び回っている
現状です。こんな電気通信工事業の会社であります。

今後とも積極参加で皆様の力になれる用頑張りますので、これからもどうぞよろしくお願いします。

・ガバナー事務所様より IACへ地区大会記念植樹参加のお願い拝受
地区大会 ガバナー特別賞決定のお知らせ拝受

ロータリーレートのお知らせ拝受 2022年4月のロータリーレートは、１ドル＝122円。

・国際ロータリー日本事務局 | 経理室様より

母子の健康月間のご案内拝受

第1地域 ロータリー財団地域コーディネーター（RRRC）便り4月号拝受

・仙台青葉RC様より 30周年記念式典の御礼

新規米山記念奨学生 李 思遥（Li Siyao）さん

昨年の10月に入会させて頂いた梅津と申します。弊社は平成元年の１２月創立で、今年
で３３年目となります。そもそもテックというのは、技術、テクノロジー、技術者集団と
いう意味合いがあり、エーブィと言うのは、誤解されがちですが、アダルトなんちゃらで
はなくオーディオ＆ビジュアルから来ており、オーディオ＆ビジュアルの技術者集団で、
エーブィテックといいます。

出身地： 中国遼寧省大連市 1999年生まれ
学校 ： 東北大学 （学年4年、専攻：歯学）
奨学期間：2022.1.1～2024.3.31の2年間

皆様こんばん。奨学生の
リ シヨウを申します。
どうぞ宜しくお願い致します

㈱エーブィテック 常務取締役



三浦 一会長 李さん これから宜しくお願い致します。
菊地幸二幹事 李さんようこそ仙台泉RCへ。梅津会員 佐藤会員卓話を有難うございました。
以下同意文にて 市川・梅津・及川・加藤・鎌田（一）・萱場・木村・小池・沢崎・菅原・佐藤（宏）・高松・

高橋・照井・中嶋・中村・野村・藤岡・前田・三浦（宏）・本木・鷲尾（広）各会員
今回38,000円 今年度累計 937,000円

ニコニコBOX

米山記念奨学会積立寄付積み立て

加藤・萱場・菊地・木村・小池・沢崎・菅原・髙橋・照井・中嶋・中村・前田・三浦一・本木・鷲尾（広） 今回34,000円
今年度累計 1,266,000円

会報担当 佐々木慎太郎会員 発行日 2022.4.19

第2500（旭川）地区 地区研修・協議会

菅原裕典ロータリーコーデイネーネーターが、4/10（日）旭川市で開催せれた第2500地区地区研修・
協議会で、「ロータリーの多様性、公平性、インクルージョン（DEI）～地区のDEIについて考える～」と

題し基調講演を行いました。

野丁場左官とは職人が集団で建物に携わる業態で昔の公共工事、お城などの建設に携わったのは野丁場左官
です。現代ではお城や神社・仏閣などの伝統工法は町屋左官が多く携わりますが、元来はその様な建物は野丁
場左官の仕事でした。
当社は野丁場左官として、スーパーゼネコンや中堅ゼネコン、地場ゼネコンをお取引先とする専門工事業者

です。毎日２０～２５現場で応援班も含め延べ１００人位の職人さんが働いております。当社は昭和４１年に
創業しました。私の祖父が千葉壁木舞店という当時は主流だった壁下地の木舞を掻く仕事をしておりましたが
時代の流れと共に木舞下地は無くなり、関係の深かった左官業へと当社の創業者である私の叔父が業務転換を
し現在に至ります。当社は５８名の左官職人が在籍に、内６名の女性職人がいます。１０代２０代の職人が全
体の２４％を占めており、業界の中でも若い世代が多く在籍している会社です。また、１８歳から最年長が７
６歳と広い世代が働いております。因みに創業者の会長も私も壁は塗れません。
左官業をメインの柱として、止水・注入工事を行う部署があり、これはコンクリート造の建物のひび割れ箇

所にエポキシ樹脂を注入しひびを直す仕事です。また、若い世代の職人にやりがいを感じてもらいたいと言う
思いから、住宅事業部を立ち上げ、元請けとして住宅のリノベーションや新築も行っています。「ＲｅＣＲＥ
ＡＲ」（リクレア）というブランド名で展開し、「木と漆喰の家」を売りに床は無垢フローリング、壁はしっ
くいで仕上げる住宅を提供しております。
左官従事者は最盛期で２２万人おりましたが、２０１５年の国勢調査の結果では７万人まで減少しておりま

した、現在では５万人を切るとも言われています。その様な中で、私は日本左官業組合連合会青年部で副部長
をしており、その中の複数ある委員会で採用育成委員長を務めており左官業への入職者の拡大に努めておりま
す。そう言うこともあり、当社では絶賛コマーシャル強化期間であり、４月１日より地下鉄南北線、東西線の
ドア付近に「２０２３年新卒左官職人募集」と言う広告を出させていただいております。ＱＲコードがありそ
れを読み込むと当社の職人のインタビュー動画が見られますので、機会がありましたら是非ご覧ください。ま
た、仙台のナンバーバンクさんの構内モニターでも当社のＣＭが流れておりますので、そちらも是非ご覧くだ
さい。

業界を盛り上げるために、様々な方々と出会い・交流をしたくこの会に入会させていただきました。
今後ともよろしくお願いいたします。

卓 話 「私の生業」 佐藤 宏樹会員

皆さんが思い浮かべる左官の仕事と言うと、お寺の壁や、和室の壁だと思います。左官屋
さんには大きく分けて２種類の業態があり、一つは町屋（まちや）、町場（まちば）と言わ
れる主に住宅などを手掛ける左官屋さんと、野丁場（のちょうば）といわれる、業界的に言
う「箱もの」、ビルや商業施設などの大型の建築物に携わる左官屋さんです。

クレア工業㈱ 代表取締役社長



明成高等学校IAC 野の島での白菜採種文化保存活動

地区大会 記念事業 記念植樹

第2520地区 地区大会記念事業として荒浜地区へ記念植樹を4/16（土）
10：30より開催。広島からご提供いただいた被ばく樹木（銀杏、榎）をはじめ、
５００本程度をインターアクトクラブメンバーと共に植樹。当クラブからは
三浦一会長、斎藤正人 地区社会奉仕委員長、本木浩喜副幹事が参加。

4/16（土）地区大会前夜祭

会場：ウェスティンホテル仙台
RI第1地域ロータリーコーディネーター
菅原裕典氏による乾杯の挨拶

4/17（日）地区大会本会議

会場：仙台国際センター 「大ホール」

特別講演は、経済評論家の上念司氏による「参院選が
分かれ道！日本経済の行方」

2019-20年度、2020-21年度の地区大会がコロナ禍に
より中止となり、今回は三年ぶりの開催となりました。

2022.4.17（日） 2021-22年度 D.2520地区大会 （第2443回 例会 全員登録）

4/16（土）明成高等学校IACさんが、「食の学び」による地域づくりの活動とし、仙台市内の児童館の
親子さんと、塩竈市浦戸 野々島での「白菜の採種文化の保存活動」の勉強会を開催。2018-19年度に設
置した看板（学習教材パネル）は現在も立派に設置されていたようです。

会報担当 佐々木慎太郎会員 発行日 2022.4.19


